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TSC21 技術資料 

 

１．全体概要 

TSC21（Tool of Solution & Communication for BEMS）は、真の意味でのマルチベンダー環

境を実現した21世紀のビルのエネルギー＆環境マネージメントを拓くソフトウェアです。 

発端は1991年に東京電力と日建設計が蓄熱システムの制御のために開発に着手し、長年の実

証試験や検証で自由度と拡張性を極限まで追求した制御プログラムであり、1999年から有志企

業によるコンソーシアムを組織し、更なる汎用化、ネットワーク化そしてオープン化を指向し

た通信機能とデータの命名規則の規定を付加してきました。 

エネルギー&環境マネージメントのためには、的確な情報に基づき適切な運転制御・運転管理

を行なう必要があります。BEMS*1、BOFD*2などのマネージメントシステムやコミッショニングな

どの研究成果が上がってきています。しかし、従来の制御システムはブラックボックスであり、

修正が困難などの問題がありました。 

TSC21では、そのソフトウェア構造をアプリケーション層、通信層、機器層の三階層に分け

ることで物理的な制約から開放させました。これによりフィールドデータは、理論上世界中の

何処からでも活用できるようになっています。しかし従来のようにフィールドデータは単に現

在値だけを扱うというのでは、的確で適切な情報とは言えません。過去の履歴データや未来の

予測データ、また、運転モードとインターロックされたデータのようにリアルタイムに加工さ

れたデータが必要になってきます。ビルオーナーやビル管理者、設計者、施工者などのビルの

建設から運用に関わる様々な人々が自由にフィールドデータを経営情報にリンクし活用できる

ための環境が求められています。 

TSC21ではこのデータに意味の理解できるコードを付けることで、表計算の式を作る感覚で

誰でもが簡単に高度アプリケーションを作れるようにしました。 

 

２.TSC21により実現する／可能なソリューション 

エネルギーは使い方次第で効率性や経済性が大きく変動するという特性をもっています。そ

して益々複雑になってくる料金体系の元でのエネルギー＆環境マネージメントの実現は、使用

量やデマンドなどの予測をリアルタイムに行い最適な運用を行ないたいというニーズを増大さ

せることが考えられます。 

(1)ビルの統合BEMSソリューション 

熱源・空調・電気・搬送・照明等のサブシステム毎に TSC21 を、イーサーネット上に

TSC21 をインストールした DB サーバーを設置することで統合 BEMS が構成できます。Web

状態監視画面作成ツールで簡単に監視制御用インターフェースを簡単に作成できます。 

(2)遠隔監視ソリューション 

WAN或いはインターネットを活用した遠隔監視・制御、エネルギー管理などが簡単に構

成できます。警報も携帯電話のe-mail 機能、状態監視もPDAでといったモバイル遠隔監

                                                      
*1 BEMS :   Building Energy Management System （ビル・エネルギー・マネージメント・システム） 
*2 BOFD :   Building Optimize and Fault Detection （最適化と不具合検出） 
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視(Ｗｅｂ監視)も可能になります。 

(3)ノンストップ・コントローラ・ソリューション 

従来のコントローラでは、複雑化する料金体系の変更には新たなプログラムの開発が必

要でしたが、TSC21ではそのロジックの変更部分だけのカスタムファイルを変更して遠隔

から配信することで、コントローラは停止することなく直ちに最新のロジックで運転され

ます。 

 

３．ソフトウェアの構成 

このようなソリューションの実現のためには、ビルのライフサイクルで多くの専門家と

の共働を必要とし、自由に様々な知識（ロジック）を組み合わせて使用することが大切に

なります。TSC21のソフトウェアの構成を図２に示します。利用者は「利用者が必要なと

ころ」のロジック記述をするだけで、複雑な制御や解析ができます。 

(1) 動作環境 
TSC21のソフトウエア群のほとんどはJavaにより実装です。よってOSの違いを吸

収し、既存のWorkstationや汎用Personal Computerはもちろん、組込機器での動作

も視野に入れています。 

(2) TSC/prog 
TSC/prog では、カスタム

ファイルとそれを実行するロ

ジックエンジンとに役割を分

けることで、制御の自由度と

拡張性を確保し、機能を自由

に組み合わせて制御の流れを

作ることで、ニーズに合わせ

た制御システムの構築を可能

にしました。データ収集・制

御・診断などに対し、自由

度と汎用性を追求し、リア

ルタイムシステムに対して

表計算ソフトのようにロジック記述だけでプログラム知識を不要としました。また、

シミュレーションのような高度ソフトや定評のソフトのプラグインも簡単です。 

(3) TSC/codes 
従来のシステムにおいて，エネルギー管理を行う上で重要な問題があります。デー

タが蓄積されていても，そのデータの持つ意味を理解することに多大な労力を要する

ことです。たいていは「日本語ポイント名称」が大きな頼りとなりますが，違うポイ

ント名称で同じ意味だったり，逆に同じポイント名称で違う意味を持っていたりとい

うことが起こっているのが現状です。日本語では冗長になってしまうポイント名称を

ある法則に従って記号を組み合わせることで，計測ポイントの意味するところを分か

りやすく表現することができ，エネルギー管理の本来の目的である分析・改善へと円

滑に進ませることがTSC/codesの目的です。
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(4) TSC/com 
Javaにより実装された通信ソフトウエアです。フィールド機器の情報をデータ管

理と呼ばれるデータベースにより、オブジェクトとプロパティにカプセル化し、この

APIを定めることでTSC/prog等のアプリケーションからの自由なアクセスを可能にし

ます。 

図２ TSC21のソフトウェアの構成 
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４．ネットワーク構成 

TSC21は、機器層を持つコントローラと機器層を持たないリモートPC構成が可能となり、ネ

ットワーク構築の自由度を確保します。（図２参照） 

① TSC21 for controller 

蓄熱コントローラとしての必然性としての「負荷予測制御」を実現するために考えら

れたアーキテクチュアーは、蓄熱コントローラに止まらず、空調、照明、電気、防犯、

防災等様々なビル内或いは産業プロセスなどに広く使用できます。 

② TSC21 on Remote PC 

機器層を伴わない構造はコントローラとＬＡＮ接続することでコントローラとしての

機能分担ができます。例えば予測制御のようなデータ処理部とI/O処理部を分けること

が可能に成ります。フィールド即ち手足の部分は組込型機器として頑健な仕様とし、デ

ータ処理即ち頭の部分は監視室内のPCに分担するなど用途により自由に組み合わせて

使用することができます。 

③ TSC21 on Remote PC 

アプリケーションにTSC/progを使わずにWebアプリケーションやデータベースとの連

携によるプリケーションを使うことも、TSC/codesにより一元的に扱えます。大規模シ

ステムや既存のシステムとの連携も簡単に行えます。 

 

５．おわりに 

TSC21は BEMSの今後の方向性を示す次世代のエネルギーマネジメントツールです。このよう

な機能をより多くの場面で、様々な方々に使っていただきたいと考え、TSC21 を広く公開する

ことと致しました。その活動母体であるTSC21推進協議会はTSC21を利用する様々な立場の企

業・団体が集まる「場」とし、TSC21の普及、相互のレベルアップ、TSC21の継続的な改良、新

たな機能の拡充などを検討していきます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

2004.09 

TSC21推進協議会事務局 
www.serl.co.jp/tsc21         tsc21@serl.co.jp 

 

〒166-0003 東京都杉並区高円寺南3-47-8 

株式会社システック環境研究所内 

Tel:03-5305-3701 Fax：03-5305-3700
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TSC/com 技術資料 
 

１．全体概要 

TSC21 は、アプリケーション層、通信層、機器層

の三階層に分かれています。上位のアプリケーショ

ン層のインターフェースも備えているので、高度な

制御や診断や評価など様々なアプリケーションと

の情報授受が自由に行えます。（図１） 

機器層とアプリケーション層はネットワークで

接続されてさえいれば、同一のハードウェア上でも、

異なるハードウェア上でも構わなく、アプリケーシ

ョン層を海外に持っていくことさえも理論的には

可能です。 

通信層を独立させたことで、物理的な制約が軽減

され、各ベンダーはそれぞれ得意な分野に特化して

参入できるので、真の意味でのマルチベンダー化が可能となりました。また、将来、通信方

式の仕様が変わったとしても、アプリケーション側に影響を与える心配がありません。 

省エネルギー性の更なる追求など、今後、高度化するアプリケーションに対し、シングル

ベンダーで全てを対応することは困難になるでしょう。様々なアプリケーションを組み合わ

せて自由にシステムを構築できるマルチベンダー環境を実現することが重要であると考えま

す。 

 

２．TSC/com の構成・機能 

図２が TSC21 の構成になります。この中で通信層について実装したものが TSC/com です。

TSC/com は、通信ライブラリと通信モジュールという２つの機能で構成されています。通信

ライブラリは、アプリケーションからのリクエストを受け付ける機能で、Java 言語用のイン

ターフェース（API）が用意されています。 

TSC21 ではデータをオブジェクトとプロパティという単位で扱います。オブジェクトとプ

ロパティは実機器に対応づけられるだけではなく、蓄積された時系列データや、データを２

次利用した加工データにも対応づけられます。 

通信モジュールは、通信ライブラリからの通信を受け取り、データ管理*1とデータをやり

とりする機能です。アプリケーションから通信ライブラリを利用する場合、通常はオブジェ

クトとプロパティを指定して利用しますが、それらは後述する名前命名規則である TSC/codes

を用いて指定します。 

また、TSC/com においてアプリケーションからイベント発報機能を利用することが出来ま

す。発報されたイベントは TSC/com におけるイベントサーバが起動されたマシンへと送られ

ます。 

TSC/com は Java VM 上で動作します。内部通信プロトコルとして HTTP（Hyper Text Transfer 

Protocol）を利用していますが、TSC/com のユーザーはそれを意識することなく利用するこ

とが出来ます。また、プロトコルに HTTP を利用しているため、FireWall の透過も容易です。

TSC/com はインターネット経由のデータ授受を想定しているため、ユーザー認証によりセキ

ュリティにも十分な配慮を行っています。 

                                                  
*1実機器の計測値や設定値といったフィールドデータオブジェクトを管理する機器層の機能（１次データ管理）やフィールドデ

ータを加工したものなどの加工データオブジェクトを管理する機能（２次データ管理） 

図１ ＴＳＣ２１の通信階層 

アプリケーション層 
（TSC/prog等） 

機器層 

インターフェース 

ＴＳＣ２１の規定範囲 

実装レベル 
   で 
明確に定義

インターフェース 

通信層 
TSC/com 
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３．TSC/com の振る舞いと特徴 

あるデータの現在値を読む場合を例にして、TSC/com の振る舞いを説明します。（図３） 

(1) アクセスしたいオブジェクトをあらわすグローバル名、データ管理名、オブジェクト
名、プロパティ名を引数として、データ読み込み用のサービス(readProperty)を、ア

プリケーションから呼び出す（図３の①）。 

(2) 通信ライブラリでは、グローバル名を、対応する蓄熱コントローラの IP アドレスに
変換する。その後、アクセスするオブジェクトのデータ管理名、オブジェクト名、プ

ロパティ名が該当する通信モジュールに伝えられる（図３の②）。 

(3) 通信モジュールは、データ管理名に該当するデータ管理に対して、オブジェクト名、
プロパティ名を指定し値を要求する（図３の③）。 

(4) データ管理では、オブジェクト名、プロパティ名に対応した値を戻り値として通信モ
ジュールに返す（図３の④）。さらに、通信モジュールは通信ライブラリに（図３の

⑤）、通信ライブラリはアプリケーションに値を返す（図３の⑥）。 

以上の通り、アプリケーションから見ると、全て名前による指定で処理することができま

す。この名前は TSC/codes に基づいてユニークに決められている論理的な名前です。 

TSC/prog 以外のアプリケーシ
ョンともやりとり可能 

アプリケーション 
(TSC/prog等) 

通信ライブラリ 
(Java) 

<TSC/com> 

図２ TSC21構成図 

通信モジュール 
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データ管理（１次） 

アプリケーション 
(監視、データ分析等) 

データ管理（２次） 

機 器 機 器 機 器 

アプリケーション層 

通  信  層 

機  器  層 

蓄熱コントローラ PC 

通信ライブラリ 
(Java) 

<TSC/com> 

ネットワーク 

TCP/IP (HTTP) 

LON , DI/DO , AI/AO , シリアル 等 

アプリケーションはデータ管理と同じマ

シン上でも異なるマシン上でも可 
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 アプリケーション 
(TSC/prog等) 

①readProperty 
    東電.T支社 
  DataManage1 
    HP_TWin 
    Present_Value 

通信ライブラリ 
(TSC/com) 

東電.T支社/HP_TWinの値を読み込む場合 

グローバル名 
データ管理名 
オブジェクト名   を指定 
プロパティ名 

グローバル名   IPアドレス 
東電.T支社    10.1.1.10 
   ：       ： 
   ：       ： 

図３ TSC/comの仕組み 

 
 
 
通信モジュール 

(TSC/com) 

IPアドレス 10.1.1.10の通信モジュールに対して 
②readProperty 
    DataManage1 

HP_TWin 
    Present_Value 

データ管理名 
オブジェクト名    を指定  
プロパティ名 

通信ライブラリと通信モジュー

ルが同一マシン上にある場合は、

マシン内で通信を行う 

DataManage1という名前のデータ管理に対して 
③readProperty 

HP_TWin 
    Present_Value 
 

オブジェクト名 
プロパティ名   を指定 

センサー等 
オブジェクト名= HP_TWin 
プロパティ名    値 
   ：       ： 
Present_Value    6 
   ：       ： 

実機器とデータのやりとり 
（必要に応じ） 

④戻り値 
  6 

データ管理 
（DataManage1） 

⑤戻り値 
  6 

⑥戻り値 
  6 

グローバル名を IPアドレスに変換 

オブジェクト名、プロパティ名に対応した値を返す 
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４．サービスＡＰＩ 

表 1 サービス API 一覧(抜粋) 
サービス 機能 

readProperty 指定した単一オブジェクトの単一プロパティの値を取得する 

readPropertyMultiple 
単一オブジェクトの複数プロパティや複数オブジェクトのプロパティの値を一度の

サービスで取得する 

readRange 指定したオブジェクト名を持つオブジェクトの時系列データを取得する 

writeProperty 指定した単一オブジェクトの単一プロパティに値を書き込む 

writePropertyMultiple 
単一オブジェクトの複数プロパティや複数オブジェクトのプロパティの値を一度の

サービスで書き込む 

writeRange 指定されたローカル名を持つオブジェクトの時系列データを書き込む 

whatHas 指定したデータ管理の持つ全てのオブジェクトを取得する 

whatPropertyHas 指定したオブジェクトのプロパティ情報を取得する 

eventNotification イベントを受信確認要求なしで通知する 

 

表１がアプリケーション（TSC/prog 等）向けに提供している主なサービス API です。これ

らを用いてアプリケーションを作成可能です。（図４） 

  図４ プログラムサンプル(抜粋,エラー処理を省いています) 

 

この他にも、データ管理用の各種 API も用意しており、ユーザーが独自のデータ管理を実

装することが可能です。 

 

５．おわりに 

通信部分を独立の階層として定義し TSC/com として実装することで、アプリケーション側

も機器側も実装レベルで通信と独立となり、実装負荷をあまり上げずに、データを名前管理

することができるようになります。シングルベンダーでは対応不可能な高度なアプリケーシ

ョンも、このようなマルチベンダー環境の仕組みの中で実現可能となります。今後は、実証

物件の状況もふまえながら、TSC/com の機能アップをさらに図っていく予定です。 

 

public static void main(String args[]){ 
 /* readPropertyを用いデータ管理からデータを取得する */ 
  ObjectUnit ou = ServiceProvide.readProperty(" 東 電 . Ｔ 支 社 ", "DataManage1","HP1_ 温 度 ", 

"present_value"); 
  System.out.println("オブジェクト名 = " + ou.getObjectName()); 
  for (Enumeration e = ou.getPropertyUnitList().elements(); e.hasMoreElements();) { 
         PropertyUnit pu = (PropertyUnit) e.nextElement(); 
         System.out.println("  プロパティ名 = " + pu.getPropertyName()); 
         System.out.println("  プロパティ値 = " + pu.getPropertyValue()); 

2004.08 
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TSC/prog 技術資料 
 
１．TSC/prog の構成 

 TSC/progはBEMSを構築するためのフレームワークです。従来の制御システムは、制御の中身が

ブラックボックスで、機能の追加・修正が困難であるため、予め決められた枠の中での制御にな

ってしまいます。TSC21では、カスタムファイルとそれを実行するロジックエンジンとに分けるこ

とで、制御の自由度と拡張性を確保し、機能を組み合わせで制御の流れを作ることで、ニーズに

合わせた制御システムの構築を可能にしました。 

 TSC/prog は次の構成から成っています。 

・ 機能単位毎に独立したプログラム＝ロジックエンジン（以下ＬＥ） 

・ この動作を規定するテキストファイル＝カスタムファイル（以下ＣＦ） 

・ 全体を統合する実行制御プログラム 

 図１のようにロジックエンジンはその機能により４種に分類されます。解析・シミュレーショ

ンのＬＥは、ロジックがある程度固定されているため、ユーザーは建物毎に異なる情報（所在地、

規模、機器仕様など）のみをＣＦに記述することで空調負荷予測や熱源の運転制御を行うことが

できます。一方、集計・演算・診断のＬＥは、プログラムには固定されたロジックが無いため、

ＣＦに演算式や診断式を記述することが必要になりますが、これにより演算の中身をオープンに

する事が可能になります。これらのＬＥの動作を規定しているのが実行制御プログラムです。実

行制御プログラムはＬＥがどのような条件・順番で起動するのかをコントロールしており＊１、こ

の情報は実行制御ＣＦに記述します。 

 ＬＥはユーザーが独自に作成する事も可能です。たとえばTSC/progではARX モデルに基づく空

調負荷予測ＬＥを搭載していますが、独自の手法（例えばニューラルネットワーク手法）に変更

する事もできます。つまりＬＥはC++、Javaなどの言語で作成された各々独立したプログラム＊２

あり、処理内容に応じて並列処理もしくは順次処理を行います。単機能のＬＥを、実行制御プロ

グラムの指示により起動しているため、ユーザーは自由にTSC/prog のロジックの組替え、カスタ

マイズを行うことが容易にできるのです。 

実 

 

行 

 

制 

 

御

TSC/comインターフェース

イベント送信

データ設定

データ取得

解析・シミュレーション

気象予測

空調負荷予測

熱源運転制御

表　示

モニター画面表示

グラフ画面表示

メッセージ処理

集計・演算・診断
演算・診断

データ収集

カスタムファイル（CF）

ロジックエンジン（LE）

高度な 

数学的処理
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

定義

ロジック記述
関数 

処理

表示処理 任意表現

TSC/com 

API処理
任意設定

 
図１ TSC/progの構成 

*１ unixにおけるcronやWindowsにおけるタスクスケジューラのような働きをしています。 *２ WSH等のスクリプトを呼

び出すことも可能です。これにより簡易にログの回転や過去の蓄積データの削除等も行う事ができます。 

TSC/prog Logic
Engine

Custom
File＝ ＋
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データ 

取得

ｶｽﾀﾑﾌｧｲﾙ

TSC/com

HP[1]_GW

HP[1]_TWout

HP[1]_TWin

HP[1]_Ee

取得結果

格納ﾌｧｲﾙ

１. 取得したいオブジェク

トのプロパティーを指定

２. TSC/comのAPIをコール

３.TSC/comが名前解決を

してくれるのでTsc/progか

らは名前で指定できる。

５. 取得した値がテキスト

ファイルに記録される

４. 戻り値を取得

readProperty( ObjectName , ........)

 

図２ オブジェクト状態取得 

 

２．オブジェクトとの通信 

 TSC21では計測情報や制御指令の１つ１つがオブジェクトとなっており、オブジェクトの通信基

盤としてTSC/com が用意されています。TSC/prog にはTSC/com を利用してオブジェクトの値を取

得するためのＬＥが用意されています。図２のように、オブジェクトＩＤの名前解決はTSC/com が

受け持ってくれるため、ユーザーはオブジェクトの「名前」さえ分かれば、そのオブジェクトの

持つ情報を取得する事ができます。例えば、ヒートポンプ（HP1）の出入口水温、流量、消費電力

を取得する場合、表１のようにＣＦを作成するだけです。TSC/comのAPIはＬＥが内部的に呼び出

してくれるため、ユーザーからはTSC/comを意識することはありません。 

 これにより、取得結果は表２のようなCSV形式のテキストファイルに格納されます。このファイ

ルを利用して後述する集計・演算等を行います。また、機器発停信号など、オブジェクトへのデ

ータ設定に関しては、データ設定用ＬＥを用いて、設定したい値をＣＦに記述するだけで、取得

と全く同様な手順で処理することができます。 

 

表1 オブジェクト状態取得のためのカスタムファイル記述例 

*No , 変数 , コメント , 単位 , API , オブジェクト名 , プロパティ名 , Ａ 係数 , B 係数

001 , HP1_TWi , HP1 入口水温 , ℃ , P , 東電_豊島/HP[ 1] _TWin{o} , Present_Value , 1.0 , 0.0
002 , HP1_TWo , HP1 出口水温 , ℃ , P , 東電_豊島/HP[ 1] _TWout{o} , Present_Value , 1.0 , 0.0
003 , HP1_GW , HP1 流量 , Lit , P , 東電_豊島/HP[ 1] _GW{o} , Present_Value , 1.0 , 0.0
004 , HP1_Ee , HP1 消費電力 , kW , P , 東電_豊島/HP[ 1] _Ee{o} , Present_Value , 1.0 , 0.0  

【解説】変数はTSC/prog 内部で用いるローカルな名前であり、自由につけて良い。オブジェクト名はネー
ミングコードに準拠した正式名である。グローバルネームは省略できる。A係数、Ｂ係数は取得した値の１
次式補正係数である。 
 

 

表2 オブジェクト状態取得結果ファイル例 

date , time , HP1_TWi , HP1_TWo , HP1_GW , HP1_Ee

, , ℃ , ℃ , Lit , kW

20010720 , 130000 , 15.0 , 7.0 , 180.0 , 30.1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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演算・診断

１日集計データ

ｶｽﾀﾑﾌｧｲﾙ

１時間集計データ10分間集計データ１分データ

１. 起動時に読込み

２.起動した時刻に応じた 

処理を実行

10分毎 １時間毎 １日毎

date    ,time  ,HP1_TWi , HP1_TWo,...  

        ,      ,℃      ,℃      ,...     

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

20010720,230100,13.1    , 7.0    ,...  

20010720,230200,13.0    , 7.1    ,...  

20010720,230300,13.1    , 7.0    ,...  

20010720,230400,13.0    , 6.9    ,...    

date    ,time  ,HP1_TWi , HP1_TWo,...  

        ,      ,℃      ,℃      ,...     

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

20010720,200000,14.0    ,15.2    ,...  

20010720,210000,14.1    ,14.8    ,...  

20010720,220000,13.0    , 7.1    ,...  

20010720,230000,13.2    , 6.9    ,...    

 

図３ データ処理の流れ 

 

３．カスタマイズ可能なデータ処理 

 TSC/progの演算・診断ＬＥでは診断したい事項や、処理ロジックをプログラムに書くのではな

く、プログラムの外のカスタムファイルに置きます。こうすることで、ロジックがオープンにな

り、ノウハウの共有や蓄積が可能になります。演算・診断ＬＥの中身は、＋－＊／の四則演算、

exp,ln,sin,cos,max,min 等の数学関数、and,or,if 等の論理演算関数、スケジュールを扱う配列

関数、空気線図関数、などの関数機能の集まりです。表３は、データ処理を行うカスタムファイ

ルの例です。表２で得たオブジェクトの値をもとに、ＨＰ製造熱量やＣＯＰ、夜間移行率などの

評価値を演算しています。演算・診断ＬＥでは表計算ソフトのように、演算式や積算／平均、補

間／補正などを定義すると、図３のように１０分毎、１時間毎、…に上位のデータに集計演算を

行うことができます。これを利用すれば日報や週報、月報などを思い通りに作成する事ができる

のです。 

 

表3 データ処理カスタムファイルの記述例 

*No , 変数 , コメント , 定義式 , 集計法 , 補間 , 単位 , 出力 , 実行レベル

001 , HP1_Ee , HP1 電力 , #HP1_Ee , cal , 中間 , kW , 1 , *****
002 , HP1_EEe , HP1 積算電力量 , HP1_Ee/m , sum , 中間 , kWh , 1 , *****
003 , HP1_EEe[ngt] , HP1 夜間電力量 , HP1_Ee * fJngt , sum , 中間 , kWh , 1 , *****
004 , HP1_TWi , HP1 入口水温 , #HP1_TWi , ave , 中間 , ℃ , 1 , *****
005 , HP1_TWo , HP1 出口水温 , #HP1_TWo , ave , 中間 , ℃ , 1 , *****
006 , HP1_GW , HP1 流量 , #HP1_GW * HP_fGW * uGW , ave , 中間 , Lit , 1 , *****
007 , HP1_QW , HP1 製造熱量 , (HP1_TWi- HP1_TWo)*HP1_GW*uQW , ave , 中間 , kW , 1 , *****
009 , HP1_fEEe[ngt] , HP1 電力量夜間移行率 , @DIV(HP1_EEe[ngt] , HP1_EEe) , cal , 中間 , % , 1 , ---**
010 , HP1_COP , HP1 COP , @DIV(HP1_QQW , HP1_EEe * 3.6) , cal , 中間 , - , 1 , -****
011 , uGW , 流量換算係数 , 1.0 , nop , 中間 , - , 0 , *****
012 , uQW , 負荷換算係数 , 4.186 * 60 , nop , 中間 , - , 0 , *****
014 , HP1_Ee[peak] , HP1 ピーク電力 , HP1_Ee , max , 中間 , kW , 1 , --***
015 , Jngt , 夜間時間定義 , @ARY_SET([1:24] 1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,1,1)…・
016 , fJngt , 夜間フラグ , @ARY_GETELMT(Jngt , JH) , nop , 中間 , - , 0 , *****
017 , JH , 時刻 , @TIME()/10000 , nop , 中間 , - , 0 , *****
018 , m , インターバル , 10 , nop , 中間 , - , 0 , *****
*End  

【解説】定義式は、#は正式なオブジェクト名、@は内部定義済み関数である。実行レベルは左から毎分、１
０分毎、１時間毎、１日毎、１月毎の実行フラグを表しており＊は実行、- は実行しない。15行目は配列設
定関数で、16行目は配列要素取得関数である。各時間帯に対応するＪＨは夜間なら１の値を取り、そうでな
い時は０を返す。sumで自動積算、aveで平均処理、calはその都度演算される。Noは空白可で、記述順序は
不同であり、自由に定義して良い。 
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図４ 蓄熱制御システムとしての実装例 

 

４. 熱源（蓄熱）コントローラとしての実装例 

 TSC/prog は新世代の蓄熱コントローラとして開発がスタートした経緯から、蓄熱制御に関わる

ＬＥが特に充実しています。TSC/prog による制御システムの実装例として熱源（蓄熱）コントロ

ーラとしての機能を持たせた場合のファイル構成を図４に示します。この場合はTSC/progに含ま

れている、気象予測、空調負荷予測、有効蓄熱量に基づく熱源運転制御などのＬＥを順次起動す

るように設定します。建物固有の情報やパラメータはＣＦに記述します。 

５．おわりに 

 TSC/prog は高度な制御システムソフトウエアを実現するためのフレームワークとして位置づ

ける事ができ、カスタムファイルによる柔軟なカスタマイズ性と、ロジックエンジンによる高度

な拡張性により様々なニーズへの適用が可能です。 

 TSC21推進協議会事務局 
www.serl.co.jp/tsc21         tsc21@serl.co.jp 
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TSC/codes 技術資料 
 

TSC/codes では、オブジェクトに関する約束事である TSC/object code とデータの命名方法に

関する約束事である TSC/naming code を定めています。これにより、情報を統一的に扱うことが

でき、システム構築が合理化され、情報通信も容易になります。 

 

I   TSC/object code 

２種類のオブジェクト 

１）１次データオブジェクト（フィールドデータオブジェクト） 

・計測値、状態値、制御指令などの情報で、物理的に存在する“もの”に直接的に対応する 

オブジェクトをいいます。 

・ベンダー側で用意し、TSC/com では「１次データ管理」として扱います。 

２）２次データオブジェクト（加工データオブジェクト） 

・TSC/prog などの上位側のアプリケーションで作られる情報で、計算結果や診断結果、何ら 

かの修正値・補正値、予測値など何でも構いません。TSC/com ではこれらは「２次データ 

管理」として扱います。 

  ・２次データオブジェクトは、現在値（Present Value）の他、過去の時系列データ、未来の 

予測データなどを１つのオブジェクトに包含し、これらはプロパティとして扱います。 

オブジェクトに対する情報アクセス 

・アプリケーション側からは「１次データ」「２次データ」を特別に意識する必要はありません。 

・Read Property、Write Property などの“サービス（関数）”が TSC/com に標準的に用意して

ありますので、これを利用すれば、通信システムの知識が無くてもアクセスできます。 

・更に、TSC/prog のカスタマイズ機能を利用すれば、これらのサービス（関数）は TSC/prog 

がカバーするので、プログラムの知識が無くてもアクセスできます。 

・２次データオブジェクトに関しては、オブジェクトの生成・修正・削除などのユーティティ 

機能が TSC/com に標準的に用意されています。これを利用すれば、オブジェクト指向の高度 

で専門的な知識が無くてもオブジェクトの生成等ができます。 

BACnet との関係 

 ・BACnet は下位の計測・制御指令をターゲットにしたものです。この範囲では、TSC21 の１ 

次データは BACnet の概念と概ね一致します。 

・TSC21 の２次データは BACnet の範囲を超えた概念です。負荷予測などの高度な制御や、 

BEMS や BOFD などのマネジメントの分野では２次データの役割がより重要になります。 

LON との関係 

・TSC21 や BACnet ではオブジェクトの単位はデータですが、LON のオブジェクトは機器が単位

であり、データはその中のプロパティです。 

BACnet や LON とのインターフェース  

・BACnet や LON とのインターフェースについては、ベンダー側で TSC 用のインターフェースを

用意しなければなりません。 

 ・ベンダー側のシステムがオブジェクトであれば、TSC21 のオブジェクトをインターフェース

として用意することは容易です。 

なお、最も簡便な方法は TSC/com の２次データ管理を利用することです。この場合は、TSC21

のオブジェクトを開発する必要がありません。（２次データと同じ扱いになります） 

2004.07 
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表１ TSC/com で扱うオブジェクトのタイプ 

 

 TSC21 BACnet（参考） 
プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ BACnet Protocol 

オブジェクトの識別 Object Name で識別する Object ID（番号）で識別する

Object ID ４桁の 16 進数（LON は６桁） 

Object Name 

TSC/Naming Code による（桁数に制限はない） 

決まりはない 

データ形式 オブジェクト内部は文字列。 

授受するデータ形式も文字列 

整数、実数などのタイプがオブ

ジェクト毎に決められている。

１次データ 

オブジェクト 

計測値、状態値、制御信号

などで、物理的な存在に対

応するもの。（物理オブジ

ェクト） 

 

 ・AnalogInput（計測値） 
・AnalogOutput（制御値） 
・AnalogValue（設定値等） 
・BinaryInput（0/1 のｽｲｯﾁ）
・BinaryOutput（0/1 のﾘﾚｲ）
・BinaryValue（制御ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ）
・TOT（通算値） 
・Command 
・Device 
・EventEnrollemnt 
・Loop 
・Muti-StateInput 
・Muti-StateOutput 
・NotificationClass 

複合型データ 

オブジェクト 

アプリケーション側が生

成する論理的なオブジェ

クト 

物理的に同じ意味のもの

を１つのオブジェクトと

してまとめて扱う複合型

のオブジェクト 

 

・Data Object 

Present Value の他

に時系列配列の

Property を持つ 

・m_Trend(１分） 

・m10_Trend(10 分)

・m30_Trend(30 分)

・h_Trend（時間単

位） 

・d_Trend(日単位)

・W_Trend(週単位)

・M_Trend(月単位)

・Calendar（カレンダー） 

・ScheduleObject（曜日別時刻）

・Program 
・File 

・TrendObject(時系列データ)

等価オブジェクト ・Equivalent Object 

１つの情報に複数の名前

を付けて仮想的に別のオ

ブジェクトとして扱う 

TSC/com のカスタ

ムファイルで 

”等価”を定義す

る 

＜該当するものはない＞ 

 

２

次

デ

｜

タ

オ

ブ

ジ

ェ

ク

ト 

集合オブジェクト 

    ＜将来＞ 

・GroupObject 

複数のオブジェクトを集

合名でまとめて扱うオブ

ジェクト 

TSC の方が BACnet

よりも汎用性があ

る。 

・GroupObject（集合） 

 

 仕様オブジェクト 

＜将来＞ 

・Specification Object 

機器仕様を扱うオブジェ

クト 

 ＜該当するものはない＞ 
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II   TSC/naming code 

TSC では、計測･計量データを「どのような目的で使うのか」ということを主眼にして基本

構造が作られています。従って、システムの理解を容易にすることとどのように加工された

データが必要なのか naming_code を見ただけで想像が付くように考慮され、階層構造を採用

しています。TSC/naming_codeの基本構造と基本ルールを以下に示します。 
(1) オブジェクト名（全体階層構造） 
a. グローバル名/ローカル名 

 グローバル名とローカル名の区切りを / で行う 
 場所_システム/機器_データ が基本 
 全てのオブジェクト名はユニークでなければならない 

(2) グローバル名（制御系を表す） 
a. 場所_システムの階層構造 

 場所は、国名、地域名、地区名、企業名、建物名、棟名などの区分等詳細分類が出来き、
文字制限はしない（漢字も可） 

 システムも階層構造を持たすことが出来る 
 各名前の接続には _ を使用し、階層構造を取る 
 階層構造についての詳細の規定は設けていない 
 TCP/IP の IP アドレスに対応する 

b. センター名 : データ管理名 
 多くのビルの統括管理などのため、複数のデータ管理（建物データベース）を持つこと
ができる 

 データ管理名には、aの場所_システムそのものとする 
(3) ローカル名（機器とデータを表す） 
a. 機器_データの階層構造 

 機器には階層構造を持たすが、データには階層構造を持たさない 
 同種のデータに同じ名前を与えることで、グローバル名の違いによる串刺し（横並び比
較）が可能となる 

(4) 機器名 
a. 機器_部品_子部品_孫部品などの階層構造 

 各名前の接続には _ を使用する 
 機器、部品等には各々配列( [ ] )を付けて、その位置や場所、役割を、順番などを表
す（考え方は（６）配列を参照） 

(5) データ名 
a. 接頭語 コアデータ 添字  
b. データ名はポイントの概念と同様にデータを規定するものである 

 接頭語は小文字でデータタイプを規定できる 
 アナログデータは、コアデータは大文字で表し、物理量と媒体でデータの意味を表す（制
御や評価指標については固有名） 

 ディジタルデータは、接頭語とコアデータの組み合わせで必ず表現する 
 添字は小文字で表し、役割や位置などを説明できる、 _ を使用し複数説明を可能とす
る（階層構造ではない） 

 １つの機器に多くのセンサーがある場合のみ例外としてデータに配列( [ ] )を追加で
きる  

(6) 配列 
a. 各々の名前（グローバル名、機器名、データ名）には配列を持つことができ同種の別物（別
のオブジェクト）を表す 
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b. 配列は [ ] で表す 
c. 小文字のみ規定されている 
d. 大文字は任意に命名できる（名前付けの自由度を確保） 
e. 位置や場所、役割、順番など様々に使用される 
(7) ラベル 
a. ラベルは１次データとのやり取りを示すものであり、{ } で規定する 

 {c} command１次データへの書き込み、即ち指令・設定 
 {o} observed １次データからの読み込み 

(8) プロパティ名 
a. プロパティ名はデータの属性を示すもので、 . (ドット)で規定する 

 .Present_Value .cUnits .m_Trend など大文字と小文字の組み合わせで表す  
 プロパティ名は自由に追加できる 
 配列要素の属性は [ ] にて規定する  

 

 

 

 

図１ TSC/codes によるローカル名（空調機） 

 

 補足）空気調和・衛生工学会の「建築設備システムの性能評価方法の標準化調査研究委員会」にて、室内環境および設備シス

テムの運転状況やエネルギー消費の実態を把握するために、計測・計量に用いる変数名として、変数名のわかり易さを勘案し

TSC/codes（Naming Code Ver.2）で統一を図った。 

 

還気温度 
AC_DBra 

外気湿度 
AC_XGoa 

加湿水量 
AC_Wsp 

冷水出口温度 
AC_TWc_out 
 

冷水入口温度 
AC_TWc_in 

 
Ｃ

Ｃ

Ｌ

混合温度 
AC_DBma 

冷却後 
空気温度 
AC_CL[c]_DB

 

 
Ｈ

Ｃ

Ｌ

温水出口温度 
AC_TWh_out 
 

温水入口温度 
AC_TWh_in 

加湿後 
空気湿度 
AC_SP_XGou

温水流量 
AC_GWh 

冷水流量 
AC_GWc 

給気風量 
AC_GAsa 

還気風量 
AC_GAra 

外気風量 
AC_GAoa 

給気ファン動力 
AC_Ee[sa] 

空調機 AC 

Ｍ Ｍ 

給気湿度 
AC_XGsa 

給気温度 
AC_DBsa 

加湿後 
空気温度 
AC_SP_DBo

 

冷却後 
空気湿度 
AC_CL[c]_XG

 

混合湿度 
AC_XGma 

外気温度 
AC_DBoa 

還気湿度 
AC_XGra 

加熱後 
空気温度 
AC_CL[h]_DB

 加熱後 
空気湿度 
AC_CL[h]_XG
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